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今
月
は
、
「
富
山
高
校
生
と
歩
む
会
」 

 
 

 

（
高
梨
明
会
長
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ご
存
じ
で
す
か
、
こ
ん
な
活
動 

 

富
山
高
校
生
と
歩
む
会

は
、
昭
和
53

年
に
発
足
。

現
在
は
20

名
の
会
員
で
、

現
役
高
校
生
の
保
護
者
及

び
会
の
目
的
に
賛
同
す
る

方
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

会
は
、
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

（
岩

井

地

区
）
第

２

ブ

ロ
ッ
ク
（
平
群
地
区
）
が

あ
り
、
各
高
校
生
と
の
連

携
、
会
員
・
生
徒
相
互
の

連
携
を
密
に
し
て
、
高
校

生
の
健
全
な
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
こ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

並
び
に
会
員
・
高
校
生
の

融
和
や
親
睦
を
図
り
、
学

校
外
の
生
徒
の
生
活
環
境

の
改
善
を
図
る
こ
と
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
岩
井
駅

清
掃
作
業
や
草
取
り
・
プ

ラ
ン
タ
ー
の
花
植
え
を
年

３
回
、
研
修
旅
行
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
会
費
は
年

５
０
０
円
で
、
花
の
苗
代
な

ど
に
充
て
て
い
ま
す
。 

 

各
地
で
桜
の
苗
木
を
植
え
る 

 

～
桜
を
植
樹
し
て
地
域
の
景
観
を
よ
く
し
よ
う
と
～ 

 

２
月
に
、
富
山
各
地
で
染
井
吉
野
や
河
津
桜
な
ど

の
桜
の
苗
木
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
各
地
域
で
景
観
を
良
く
し
よ
う
と
、
区
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
桜
の
苗
木
を
市
に
希
望
し
、

千
葉
県
さ
く
ら
の
会
か
ら
配
布
さ
れ
た
苗
木
約
80
本

を
市
が
配
っ
た
も
の
で
、
地
域
の
人
た
ち
の
手
で
川

沿
い
や
公
共
の
場
所
な
ど
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
、
桜
の
苗
木
を
配
布

し
た
の
は
、
平
久
里
中
・
下

区
や
山
田
区
、
い
わ
い
案
内

人
の
会
で
、
下
区
は
平
久
里 

川
沿
い
の
土
手
に
、
い
わ
い 

案
内
人
の
会
や
地
元
住
民
の 

方
々
が
親
水
公
園
と
富

山
（
と
み
さ
ん
）
に
、

そ
れ
ぞ
れ
植
樹
し
ま
し

た
。 

 

「
ふ
ら
っ
と
」
で
も

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
区
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

地
域
へ
の
想
い
が
、
う

れ
し
い
で
す
ね
。 

日 時間 行事名 主な内容 場所 主催 

4月９日 （火）  入学式  富山中学校体育館 富山中学校 

   10日（水）  入学式  富山小学校体育館 富山小学校 

   21日（日） 8:30～ 
皆で岩井の浜を 

きれいにしよう 

ゴミの回収（軍手・ゴミ袋は 

用意します） 

岩井海岸中央 

ステージ付近 

観光協会 

岩井支部 

５月11日（土）  廃品回収 
皆さんのご協力を 

お願いします 
各 所 

富山幼小 

ＰＴＡ 

   25日（土） 8:30～ 富山小運動会 皆さんのご来場をお願いします 富山小学校グラウンド 富山小学校 

  岩井駅構内が少しずつきれいに 
       ～地元老人会などの手によって～ 

 

地
元
老
人
会
な
ど
の
手

に
よ
り
、
定
期
的
に
岩
井

駅
構
内
南
側
の
草
刈
や
花

の
植
栽
が
行
わ
れ
、
い
つ

も
き
れ
い
に
な
っ
て
い
て

駅
利
用
者
に
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
２
月
28

日
に

は
、
い
わ
い
案
内
人
の
会

で
、
小
枝
の
伐
採
や
広
範

囲
に
根
を
広
げ
て
い
る
カ

ン
ナ
の
根
の
除
去
を
行
い

ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る

と
雑
草
が
多
く
な
り
ま

す
。
草
刈
り
作
業
の
際
に

は
、
お
近
く
の
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

次
回
、
い
わ
い
案
内
人

の
会
の
駅
構
内
整
備
は
、

３
月
21
日
の
予
定
で
す
。 

 

（
平
久
里
川
沿
い
に
植
樹
す
る 

 

下
区
役
員
） 

（地元老人会などの定期的な草刈） 

（
い
わ
い
案
内
人
の
会
が
親

水
公
園
に
植
樹
） 

大
相
撲
と
郷
土 

 

 

（
富
山
町
史
参
照
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

わがふるさと富山㉓  

 

昭
和
37

年
頃
、
子
ど
も
の

好
き
な
も
の
と
し
て
、
「
巨

人
・
大
鵬
・
卵
焼
き
」
と
呼

ば
れ
た
大
鵬
幸
喜
氏
が
１
月

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
団
塊

の
世
代
の
方
に
は
、
永
遠
の

ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 

 

さ
て
富
山
と
大
相
撲
と
の

関
係
は
、
江
戸
後
期
ま
で
遡

り
小
浦
に
は
昭
和
初
期
ま
で

正
月
に
、
年
中
行
事
の
よ
う

に
江
戸
相
撲
の
巡
業
が
来
て

い
ま
し
た
。
氏
神
神
明
神
社

境
内
は
土
俵
場
に
早
変
わ

り
、
名
力
士
が
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。 

 

昭
和
30
年
に
は
大
横
綱
栃

錦
が
、
大
関
栃
光
や
鳴
門
海

ら
を
従
え
て
、
平
群
小
学
校

に
来
て
村
を
挙
げ
て
の
大
騒

ぎ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は 

春の入学キャンペーン実施中! 期間中入学の方対象 

ECCジュニア・BS 
生徒募集中! 無料体験レッスン受付中!! 

ECCジュニア  対象：２才～中学生  ECC BS  対象：高校生～ 

きょなん教室 ☎ 0470-55-2252 鋸南町竜島199-5（竜島踏切そば）  

当
時
の
平
群
小
石
井
正
巳
教
頭 

が
、
栃
錦
関
の
小
学
校
時
代
の

恩
師
で
そ
の
師
弟
愛
が
実
っ
た

も
の
で
し
た
。
ま
た
二
部
の
池

貝
文
治
家
に
は
、
相
撲
行
司
の

免
許
状
と
軍
配
が
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。
免
許
状
は
寛
政
５
年

（
１
７
９
３
）
に
相
撲
行
司
式

守
伊
之
助
英
勝
よ
り
、
新
六

（
池
貝
家
の
祖)

に
あ
て
た
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
式
守
新
六

を
襲
名
し
、
二
部
出
身
の
新
六

は
行
司
に
な
り
ま
し
た
。 

有料広告 

◆伏姫と八房のたわ言◆ 

（高梨会長ほか事務局メンバー） 

（栃錦が平群小へ来訪） 

ふらっとハイキングに 

      参加を!  

     募集は３/22まで 

 春の岩井海岸や桜の名所

を歩き、アジのひらき体験

も行います。 

・参加費は、2人1組で 

 1,000円です。 

・詳しくは、ふらっと事務 

 局まで。 

※
こ
の
広
告
内
容
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
直
接

広
告
主
へ
お
願
い
し
ま

す
。 

「♫どこかで春が生まれてる 

どこかで水が流れ出す♬」で

始まる童謡「どこかで春

が」を、子どもの頃に学校

の合唱で歌った思い出があ

ります。この歌を作詞し

た、詩人で児童文学者の百

田宗治（ももたそうじ）

は、昭和23年から30年まで

久枝・高崎に住んでいまし

た。お墓は高崎の寿薬寺に

あります。 

 そんな全国的に有名な童

謡を作った人が、長く富山

に住んでいたなんて、つい

最近知って、びっくりしま

した。 

    地域づくり支援員 
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保
健
推
進
員
協
議
会
富
山
支
部
（
渡
辺
晴
美
会

長
）
の
健
康
劇
「
メ
タ
ボ
な
家
族
の
も
の
が
た

り
」
が
２
月
27
日
、
富
山
公
民
館
で
上
演
さ
れ
ま

し
た
。 

 

当
日
は
21

名
の
推
進
員
が
ア
ド
リ
ブ
も
で
る
名

演
技
を
見
せ
、
笑
い
の
中
に
も
健
康
へ
の
注
意
を

呼
び
か
け
る
楽
し
い
劇
で
し
た
。 

が
、
徒
歩
で
避
難
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。 

 

市
部
と
竹
内
で
は
、

訓
練
避
難
場
所
の
市
部

バ
イ
パ
ス
沿
い
農
道(

実

際
の
一
時
避
難
場
所
は

観

音
山
）
に

集

合
、
各

区
長
が
避
難
者
名
簿
の

取
り
ま
と
め
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
消
防
団

第
２
分
団
の
指
導
で
、

消
火
栓
か
ら
の
放
水
訓

練
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
冷
た
い
北
風
の
吹
く

中
、
濡
れ
な
が
ら
も
真

剣
に
ホ
ー
ス
の
放
水
口

を
手
に
持
ち
、
水
圧
に

 

２
月
14

日
富
山
公
民
館
で
、
踊
り
や
合

唱
・
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
発
表
と
書
道
や

竹
細
工
・
刺
繍
な
ど
の
展
示
の
部
で
行
わ

れ
、
参
加
者
皆
さ
ん
の
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。 

 

岩
井
地
区
の
久
枝
・
市
部
・
竹
内
・
高
崎
・
小
浦
区
で
、
２
月
17

日
津
波
避

難
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訓
練
は
、
房
総
沖
地
震
や
大
津
波
警
報
に
備
え
て
、
災
害
応
急
対
策

に
つ
い
て
行
政
・
消
防
・
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
、
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

午
前
９
時
、
房
総
沖
に
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
．
２
の
大
地
震

が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た

津
波
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

 

久
枝
・
高
崎
・
小
浦
区
の
沿

岸
部
で
大
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
、
９
時

40
分
に
第
１
波
到

着
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
想
定

し
て
、
大
津
波
警
報
の
伝
達
、

広
報
及
び
避
難
、
誘
導
の
順
で

訓
練
は
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

訓
練
は
、
三
笠
橋
・
伏
姫
大

橋
・
端
馬
橋
・
河
沢
橋
が
地
震

で
落
ち
た
こ
と
を
想
定
し
、
久

枝
は
２
ヵ
所
に
２
０
５
人
、
市

部
と
竹
内
も
２
ヵ
所
に
２
０
０

人
、
高
崎
は
３
ヵ
所
に
２
３
５

人
、
小

浦

は

１

ヵ

所

に

44

人
、
合
わ
せ
て
６
８
４
人
の
方 

 

３
月
３
日
に
市
部
の
観
音
山
で
少
し
曇

り
空
の
中
、
地
元
約
１
０
０
名
の
方
が
参

加
し
て
、
合
唱
団
大
地
の
抒
情
歌
コ
ン

サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
に
は
思

い
が
け
ず
に
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も
出
て
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
し

た
。 

 

私
は
地
震
・
津
波
の
備
え

と
し
て
、
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク

と
小
さ
な
リ
ュ
ッ
ク
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
大
き
い
も
の

に
は
上
着
を
入
れ
て
、
小
さ

な
も
の
に
は
飲
料
水
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
血
圧
の
薬
・
下

着
・
マ
ス
ク
な
ど
を
入
れ

て
、
玄
関
に
備
え
て
い
ま

す
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
や
は
り
２
年
前

の
東
日
本
大
震
災
で
す
。

私
の
家
も
揺
れ
が
大
き

く
、
玄
関
に
立
っ
て
い
ら

れ
な
く
て
、
手
す
り
に
つ

か
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
い
つ
何
時
お

こ
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い

津
波
に
備
え
て
、
非
常
持

出
品
を
準
備
し
て
お
か
な

い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

家
は
観
音
山
に
近
く
、

一
時
避
難
場
所
に
な
っ
て

い
ま
す

の
で
、
こ

れ
か

ら
、
観
音
山
に
催
し
物
が

あ
る
た
び
に
、
避
難
の
練

習
と
し
て
登
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

私
の
地
震
・
津
波
の
備
え
の
き
っ
か
け
は
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
日
本
大
震
災
で
す 

（市部 忍足俊子さん） 

（
訓
練
避
難
場
所
の
富
山
公
民
館
に
徒
歩
で 

 

集
ま
っ
た
久
枝
区
の
皆
さ
ん
） 

 岩井地区５区で津波避難訓練を実施 
        ～６８４人が徒歩で避難～ 

負
け
な
い
よ
う
に
足
を
踏

ん
張
っ
て
、
交
替
で
実
際

の
放
水
の
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。 

 

 

岩
井
駐
在
所
の
斉
藤
で
す
。
住
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
い
つ
も
パ
ト
ロ
ー
ル
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
も
う
す
ぐ
待
ち
に
待
っ
た
春
が

や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
観
光
客
が

増
え
る
こ
と
か
ら
交
通
量
も
増
え
、
毎
年
交

通
事
故
が
多
発
し
ま
す
の
で
、
十
分
気
を
つ

け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
小
さ

い
お
子
様
が
い
る
家
庭
で
は
、
保
護
者
が

し
っ
か
り
と
手
を
つ
な
ぎ
、
子
ど
も
が
道
路

に
飛
び
出
し
た
り
す
る
こ
と
に
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
お
年
寄
り

の
方
が
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
地
域

全
体
で
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

次
に
、
岩
井
駅
駐
輪
場
を
利
用
す
る
皆
さ

ん
へ
お
願
い
で
す
。
駐
輪
場
で
は
、
昨
年
１

年
間
で
７
件
の
自
転
車
盗
難
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。
被
害
に
あ
っ
た
自
転
車
の
大
半

は
、
鍵
を
か
け
ず
に
盗
ま
れ
て
い
ま
す
。
自

転
車
を
と
め
る
際
は
、
確
実
に
鍵
を
か
け
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

 

最
後
に
今
年
の
岩
井
駐
在
所
の
目
標
で
す

が
、
管
内
か
ら
「
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
者

を
一
人
も
出
さ
な
い
。
」
こ
と
を
一
番
に
考

え
て
勤
務
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
一
件
で
も
多
く
の
お
宅
に
訪
問

し
て
、
皆
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
振
り
込
め
詐

欺
の
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
、
お
話
を
さ

せ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

安
全
・
安
心
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

町
づ
く
り
に
向
け
て   岩井駐在所 

 斉藤 佳幸さん 

私の考える地域づくり㉗ 

市
部
と
竹
内
で
消
火
栓
訓
練 

（濡れながらも、放水を体験） 

 里山コンサート開かれる 
 －市部ボランティアチーム主催で－ 

 保健推進員が名演技 

 サークルフェスタを開催 
   －日頃の練習の成果を発揮－ 

※地域の情報をお寄せください 


